
 

 

 

 

北大阪労働基準監督署発表 

令和８年８月 26 日 

 

 

 

 

労働安全衛生法違反の疑いで書類送検 
（ 資格を有しない労働者に玉掛けの業務を行わせた疑い ） 

 

  令和８年８月 26日、北大阪労働基準監督署（署長 宮本正之
みやもとまさゆき

）は、株式会社森鋼

材及び同社の取締役を労働安全衛生法違反の疑いで、大阪地方検察庁に書類送検し

ました。 

 

記 

１ 被疑者 

（１）株式会社森
もり

鋼材
こうざい

（以下「被疑会社」という。） 

   本店所在地  大阪府門真市三ツ島 

   事 業 内 容  鋼材販売業 

（２）同社取締役Ａ（以下「被疑者Ａ」という。） 

 

２ 違反条文等 

  被疑会社、被疑者Ａともに 

  労働安全衛生法違反 

  労働安全衛生法第 61条第１項 

   労働安全衛生法施行令第 20条第 16号 

    労働安全衛生規則第 41条 

    労働安全衛生規則別表第３ 

    クレーン等安全規則第 221条 

  労働安全衛生法第 119条第１号（罰則） 

  労働安全衛生法第 122条（両罰） 

 

３ 事件の概要 

被疑者Ａは、労働者を指揮するとともに同社の安全管理を行う者ですが、令和

８年１月 13 日、法律で定める玉掛けの資格を有しない労働者Ｂに、つり上げ荷重

１トン以上のクレーンの玉掛けの業務に就かせた疑いがあるものです。 

 

４ 参考事項 

（１） 適用条文は、別紙のとおり。 

  

【照会先】 
北大阪労働基準監督署 
電話 072-391-5825 

 Press Release 



 

別紙 

ア 労働安全衛生法  

第六十一条  事業者は、クレーンの運転その他の業務で、政令で定めるものにつ

いては、都道府県労働局長の当該業務に係る免許を受けた者又は都

道府県労働局長の登録を受けた者が行う当該業務に係る技能講習を

修了した者その他厚生労働省令で定める資格を有する者でなけれ

ば、当該業務に就かせてはならない。 

 

第百十九条  次の各号のいずれかに該当する者は、六月以下の拘禁刑又は五十万

円以下の罰金に処する。 

一  第十四条、第二十条から第二十五条まで、第二十五条の二第一

項、第三十条の三第一項若しくは第四項、第三十一条第一項、第三

十一条の二、第三十三条第一項若しくは第二項、第三十四条、第三

十五条、第三十八条第一項、第四十条第一項、第四十二条、第四十

三条、第四十四条第六項、第四十四条の二第七項、第五十六条第三

項若しくは第四項、第五十七条の四第五項、第五十七条の五第五

項、第五十九条第三項、第六十一条第一項、第六十五条第一項、第

六十五条の四、第六十八条、第八十九条第五項(第八十九条の二第二

項において準用する場合を含む。)、第九十七条第二項、第百五条又

は第百八条の二第四項の規定に違反した者 

二  第四十三条の二、第五十六条第五項、第八十八条第六項、第九十

八条第一項又は第九十九条第一項の規定による命令に違反した者 

三  第五十七条第一項の規定による表示をせず、若しくは虚偽の表示

をし、又は同条第二項の規定による文書を交付せず、若しくは虚偽

の文書を交付した者 

四  第六十一条第四項の規定に基づく厚生労働省令に違反した者 

 

第百二十二条  法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業

者が、その法人又は人の業務に関して、第百十六条、第百十七条、

第百十九条又は第百二十条の違反行為をしたときは、行為者を罰す

るほか、その法人又は人に対しても、各本条の罰金刑を科する。 

 

イ 労働安全衛生法施行令  

第二十条  法第六十一条第一項の政令で定める業務は、次のとおりとする。 

十六  制限荷重が一トン以上の揚貨装置又はつり上げ荷重が一トン以上の

クレーン、移動式クレーン若しくはデリックの玉掛けの業務 
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ウ 労働安全衛生規則 

第四十一条 法第六十一条第一項に規定する業務につくことができる者は、別表

第三の上欄に掲げる業務の区分に応じて、それぞれ、同表の下欄に掲

げる者とする。 

 

第四十二条 事業者は、職業能力開発促進法（昭和四十四年法律第六十四号）第

二十四条第一項の認定に係る職業訓練を受ける労働者（以下「訓練

生」という。）に技能を修得させるため令第二十条第二号、第三号、第

五号から第八号まで又は第十一号から第十六号までに掲げる業務に就

かせる必要がある場合において、次の措置を講じたときは、法第六十

一条第一項の規定にかかわらず、職業訓練開始後六月（訓練期間が六

月の訓練科に係る訓練生で、令第二十条第二号、第三号又は第五号か

ら第八号までに掲げる業務に就かせるものにあつては五月、当該訓練

科に係る訓練生で、同条第十一号から第十六号までに掲げる業務に就

かせるものにあつては三月）を経過した後は、訓練生を当該業務に就

かせることができる。 

一 訓練生が当該業務に従事する間、訓練生に対し、当該業務に関

する危険又は健康障害を防止するため必要な事項を職業訓練指導

員に指示させること。 

二 訓練生に対し、当該業務に関し必要な安全又は衛生に関する事

項について、あらかじめ、教育を行なうこと。 

２ 事業者は、訓練生に技能を修得させるため令第二十条第十号に掲

げる業務につかせる必要がある場合において、前項の措置を講じた

ときは、法第六十一条第一項の規定にかかわらず、職業訓練開始後

直ちに訓練生を当該業務につかせることができる。 

 

別表第３  

業務の区分 業務につくことができる者 

令第二十条第十六号の業務 一 玉掛け技能講習を修了した者 

二 職業能力開発促進法第二十七条第

一項の準則訓練である普通職業訓練の

うち職業能力開発促進法施行規則別表

第四の訓練科の欄に掲げる玉掛け科の

訓練(通信の方法によつて行うものを

除く。)を修了した者 

三 その他厚生労働大臣が定める者 
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エ クレーン等安全規則第 221 条 

第二百二十一条  事業者は、令第二十条第十六号に掲げる業務(制限荷重が一ト

ン以上の揚貨装置の玉掛けの業務を除く。)については、次の各

号のいずれかに該当する者でなければ、当該業務に就かせてはな

らない。 

一  玉掛け技能講習を修了した者 

二  職業能力開発促進法(昭和四十四年法律第六十四号。以下

「能開法」という。)第二十七条第一項の準則訓練である普

通職業訓練のうち、職業能力開発促進法施行規則(昭和四十

四年労働省令第二十四号。以下「能開法規則」という。)別

表第四の訓練科の欄に掲げる玉掛け科の訓練(通信の方法に

よつて行うものを除く。)を修了した者 

三  その他厚生労働大臣が定める者 

 

附則（昭五三・九・二九労働省令第三五号） 

第三条  事業者は、新安衛則別表第三又は新クレーン則第二百二十一条の規定に

かかわらず、労働安全衛生法施行令(昭和四十七年政令第三百十八号)第二

十条第十三号の業務については、次の各号に掲げる者を当該業務に就かせ

ることができる。この場合においては、これらの者については、労働安全

衛生法(昭和四十七年法律第五十七号。以下「法」という。)第六十一条第

二項の規定は適用しない。 

一  施行日前に揚貨装置運転士免許、クレーン運転士免許、移動式クレー

ン運転士免許又はデリツク運転士免許を受けた者及び施行日前にそれ

ぞれの免許を受けることができる資格を取得した者で、施行日以後に

当該免許を受けたもの 

二  次のいずれかに該当する者 

イ 施行日以後に行われる揚貨装置運転士免許試験、クレーン運転士免

許試験、移動式クレーン運転士免許試験又はデリツク運転士免許試験

であつて、これらの免許試験の受験の受付が施行日前に開始されたも

のの実技試験に合格した者で、それぞれの免許を受けたもの 

ロ 施行日から昭和五十四年三月三十一日までの間に行われる揚貨装置

運転実技教習、クレーン運転実技教習、移動式クレーン運転実技教習

又はデリツク運転実技教習であつて、これらの実技教習の申込みが施

行日前に行われたものを修了した者で、それぞれの免許を受けたもの 

ハ この省令の施行の際現に行われている職業訓練(当該職業訓練を修

了することにより、揚貨装置運転士免許、クレーン運転士免許、移動

式クレーン運転士免許又はデリツク運転士免許を受けることができる

資格を取得することとなるものに限る。)を修了した者で、揚貨装置運

転士免許、クレーン運転士免許、移動式クレーン運転士免許又はデリ

ツク運転士免許を受けたもの 
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